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本日の内容

１ 狭山市について

２ 狭山市公立中学校の現状について

３ 狭山市の課題について

４ 狭山市における休日部活動の移行について

５ 令和６年度の実証事業について

６ 今後の取組と予定
７ 成果と課題



１ 狭山市について

○埼玉県南西部

○人口 １４８，４３１人
（令和６年８月１日現在）

○小学校１５校
○中学校８校
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○中学校 ８校
○生徒数 ３，２２９人

○運動部 １１種目
（サッカー、野球、ソフトテニス、ソフトボール、バスケットボール、
バレーボール、バドミントン、剣道、柔道、卓球、陸上）

○文化部 ９種目
（吹奏楽、美術、技術・家庭科、科学、パソコン、ものつくり、エイ
サー、茶道）

○教職員数 約３６０人
（管理職や養護教諭含む）

○部活動指導員 １３名
○部活動支援員 ３４名

２ 狭山市公立中学校の現状について



（狭山市の人口及び児童・生徒数の推移）

３ 狭山市の課題（少子化）について



熊谷市の課題（教員の働き方）
３ 狭山市の課題（教員の働き方）について



○少子化の中でも生徒にとって
望ましい持続可能な新たな地域クラブ活動の実施

○教員の働き方改革の実現

狭山市新たな地域クラブ活動に向けた
検討会議の設置

３ 狭山市の課題（少子化・教員の働き方）について



検討会議（令和５年度～）
・生涯学習部（教育総務課・社会教育課・スポーツ振興課）
・学校教育部（教育指導課・教育センター）
・狭山市中学校長会
・狭山市中学校体育連盟

狭山市新たな地域クラブ活動ガイドライン
狭山モデルの構築

調査研究、周知活動
・部活動、新たな地域クラブ活動に関するアンケート調査等
(児童生徒・保護者・教員)

・実証事業による検証
・教職員対象の公聴会及び入学準備説明会での保護者説明
・ホームページの作成

持続可能な活動
・狭山市の人材や環境、財源の中で今後も持続できる新たな
地域クラブ活動の検討

・新たな地域クラブ活動の在り方に関する方針及び地域移行
に向けたロードマップの作成

４ 狭山市における休日部活動の移行について



４ 狭山市における休日部活動の移行について

狭山市休日部活動地域移行・地域連携のロードマップ



４ 狭山市における休日部活動の移行について

運動系

狭山モデルの構築 狭山新たな地域クラブの活動一覧（案）

【既存の部活動にある新たな地域クラブ活動】
・陸上運動 ・軟式野球 ・ソフトボール ・バレーボール
・サッカー ・バスケットボール ・ソフトテニス ・卓球
・バドミントン ・剣道 ・柔道

【既存の部活動にない新たな地域クラブ活動】
・チアダンス ・ボウリング ・ボクシング ・ラグビー など

文化系
【既存の部活動にある新たな地域クラブ活動】
・吹奏楽 ・美術 ・科学 ・パソコン ・ものつくり
・サッカー ・バスケットボール ・ソフトテニス ・卓球
・茶道 ・エイサー

【既存の部活動にない新たな地域クラブ活動】
・琴 三味線 尺八 など



○お金

○人材
地域の指導者（スポーツ・文化芸術団体）、部活動指導員・支援員、教職員（兼職兼業）

未来ある子供たちへの投資＝地域活性化

地域の人材を活用！

４ 狭山市における休日部活動の移行について

持続可能な新たな地域クラブ活動になるために

受益者負担（可能な限り低廉な金額）、地域企業の協賛金 など

○もの（環境）
学校施設や公共施設を拠点に、施設の用具を使う

今ある場所・用具を活用！



４ 狭山市における休日部活動の移行について

狭山市新たな地域クラブ活動 組織図イメージ（案）



熊谷市の課題（教員の働き方）
４ 狭山市における休日部活動の移行について

45%

43%

12%

担当する部活動は競技経験・指導経験がありますか

指導経験がある(48人) 指導経験がない(46人) 未回答(13人)

37%

27%

20%

4%
7%

5%

休日部活動の地域移行が実現した場合、

自身の労働環境は改善されますか。

改善される(40人) どちらかといえば改善される(29人)

どちらともいえない（21人） どちらかといえば改善されない(4人)

改善されない(8人) 未回答（5人)

狭山市公立中学校教職員向けアンケート結果



４ 狭山市における休日部活動の移行について

児童生徒・保護者アンケート結果

76%

13%

3% 2% 6%

やりたい種目・活動だったから
仲の良い友達が入部したから
学校外のクラブチームに所属しており、第2希望の部活に入部した
入部したくなかったが、やむを得ず入部した
その他

57%

6%

6%

16%

14%

学校外のクラブや習い事に通うため
勉強に集中したいから
入りたい部活がないから
入部していたが退部したから
その他

【部活動に入部していない方へ】
部活動に入部していない理由を教えてください

【部活動に入部している方へ】
入部した理由を教えてください



４ 狭山市における休日部活動の移行について

7%

42%49%

2%

学校部活動の先生

指導経験や活動経験がある地域の大人や大学生

専門的な知識や資格を持ったハイレベルな指導者

その他

12%

39%
46%

3%

学校部活動の先生

指導経験や活動経験がある地域の大人や大学生

専門的な知識や資格を持ったハイレベルな指導者

その他

休日の地域クラブ活動の指導者はどのような指導者が良いですか

小学生 中学生



４ 狭山市における休日部活動の移行について

5%

13%
19%

23%

11%

20%

4% 5% 6%

18%
23%

20%

10%
15%

3% 5%

小学生 中学生

参加費はどの程度が限度額ですか



５ 令和６年度の実証事業について

実証種目 サッカー

実証拠点校 狭山市立西中学校

運営団体 エルフェンスポーツクラブ

実施団体 エルフェンスポーツクラブ

指導者 １名（エルフェンスポーツクラブ アカデミーダイレクター兼Ｕ-18監督）

活動回数 ４回（9/22、10/12、11/14、12/14）

活動時間 ２時間

参加費 １回５００円、登録料１，０００円（保険料含む）

参加生徒数 １９名（西中学校）

活動場所 狭山市立西中学校グラウンド



５ 令和６年度の実証事業について

実証種目 バレーボール

実証拠点校 狭山市立入間野中学校

運営団体 モアブレイズ

実施団体 モアブレイズ

指導者 １名（モアブレイズ代表）

活動回数 ５回（10/13、11/10、12/8、12/15、12/22）

活動時間 ２時間

参加費 １回５００円、登録料１，０００円（保険料含む）

参加生徒数 ６名（入間野中３名、山王中２名、堀兼中１名）

活動場所 狭山市立入間野中学校体育館



５ 令和６年度の実証事業について

実証種目 柔道

実証拠点校 狭山市立中学校

運営団体 狭山市柔道連盟

実施団体 狭山市柔道連盟

指導者 ４名程度（狭山市柔道連盟、中央中学校教頭、狭山台中学校教諭）

活動回数 １２回（1/12、1/19、1/26、2/2、2/9、2/16、2/23、3/2、3/9、3/16、3/23、3/30）

活動時間 ２時間

参加費 月１，０００円、登録料１，０００円（保険料含む）

参加生徒数 １４名（西中６名、狭山台中３名、中央中１名、柏原中１名、堀兼中１名、入間川中２名）

活動場所 狭山市立武道館



５ 令和６年度の実証事業について

実証種目 チアダンス

実証拠点校 狭山市立小中学校（小学４年生～中学３年生）

運営団体 エルフェンスポーツクラブ

実施団体 ＡＴＯＲＩＥ（ＤＲＥＡＭＷＩＮＤＥＲＬＡＮＤ：エルフェンスポーツクラブ公認チアダンスチーム）

指導者 ２名（ＤＲＥＡＭＷＩＮＤＥＲＬＡＮＤ所属専任指導員）

活動回数 ８回（11/3、11/10、11/17、11/24、11/30、12/7、12/14、12/21）

活動時間 ２時間

参加費 月４，０００円（保険料含む）

参加生徒数 ９名（西中２名、入間川小１名、入間川東小１名、南小１名、入間野小１名、御狩場小１名、柏原小１名、水富小１名）

活動場所 狭山市総合体育館剣道場、入間川小学校講堂



５ 令和６年度の実証事業について

実証事業事後アンケート結果（児童生徒）

75%

21%

0%

4%

休日の地域クラブへの参加は満足でしたか

とても満足 満足 あまりよくなかった 不満足

50%
42%

0%
8%

休日の地域クラブで学んだことを平日の部活動で意識し

て取り組みましたか（サッカー・バレーボールに参加した生徒）

しっかり取り組めた 取り組めた

あまり取り組めなかった 取り組めなかった



５ 令和６年度の実証事業について

実証事業事後アンケート結果（児童生徒）

71%

25%

4%
0%

指導者は信頼できましたか

とても信頼できた 信頼できた

あまり信頼できなかった 信頼できなかった

67%

29%

0%
4%

今後も教育委員会と連携した休日の地域クラブが

あれば参加したいですか

とても参加したい 参加したい あまり参加したくない 参加したくない



５ 令和６年度の実証事業について

実証事業事後アンケート結果（保護者）

50%
46%

4%
0%

お子様を休日の地域クラブに参加させて満足でし

たか

とても満足 満足 あまりよくなかった 不満足

62%

38%

0%0%

指導者は信頼できましたか

とても信頼できた 信頼できた

あまり信頼できなかった 信頼できなかった



５ 令和６年度の実証事業について

実証事業事後アンケート結果（保護者）

54%
42%

4%
0%

今後も教育委員会と連携した休日の地域クラブが

あれば参加させたいですか

とても参加させたい 参加させたい

あまり参加させたくない 参加させたくない

79%

21%
0%

受益者負担（保険料含む参加費）について、どう思

いますか

適当 安い 高い



６ 今後の取組と予定

２月 入学準備説明会での保護者説明（各中学校）

検討部会（新たな地域クラブ活動区域検討 随時開催）

協議会（検討会議の内容を周知 随時開催）

３月 令和7年度実証事業に向けた準備

４月 検討会議（令和８年８月に向けた準備等 随時開催）

５月 令和７年度実証事業（１０月～１２月）に向けた調整

６月 補正予算成立（国の補助金）

７月 狭山市新たな地域クラブ活動ガイドライン公表

８月～ 令和８年からの休日移行にむけた体制整備



７ 成果○と課題●

●持続可能な運営団体の体制整備

●新たな地域クラブ活動区域の整備

●財源の確保

●中体連主催大会への参加

●児童生徒・保護者・教職員・スポーツ文化関連団体への周知

○狭山市教員委員会としてのゴールイメージの共有及び他課との連携

○校長会の理解と協力

○教職員を対象とした公聴会の実施

○４種目での実証事業実施

○組織体制の骨格づくり（NPO法人及び民間団体との連携）

成
果

課
題



御静聴ありがとうございました。

狭山市のイメージキャラクター
「七夕の要請おりぴぃ」


